
東北農政局

食 農

我が国の農林水産物・食品の輸出額

は2023年に１兆4,500億円を突破しま

したが、2025年までに２兆円、2030

年までに５兆円という輸出目標を達成

するためには、加工食品の輸出促進に

向けて更なる取組が不可欠です。一方

で、地域の中小食品製造事業者におい

ては、輸出に意欲はあっても個社単独

【図３】東北地方における加工食品輸出クラスターの事例

◇ 東北における加工食品輸出クラスターに関する情報は、東北農政局ホームページをご覧ください。
（https://www.maff.go.jp/tohoku/syokuryou/kakou_yusyutu/index.html）

上記紙面の問合せ先：東北農政局 経営・事業支援部 食品企業課 022-221-6146

「第2回加工食品輸出クラスター組成のための食品製造事業者等向け勉強会」を開催します！

日時：令和６年12月５日(木) 10時30分～12時00分
場所：オンライン（Microsoft Teams）

≪詳細・参加申込≫

「加工食品輸出クラスター」の組成による加工食品の輸出促進

で輸出を行うには、輸出ノウハウの不足や人的面・資金面等の課題も多い状況です。このため、東北農

政局では、地域の同業種もしくは異業種の複数の事業者が連携して輸出の取組を行う「加工食品輸出ク

ラスター」の組成等を支援しています（図１、２）。

【図１】加工食品輸出クラスターによる輸出促進に向けた取組

東北地方の各地域においては、食品

製造事業者等による加工食品輸出クラ

スターが新たに組成され、連携した輸

出の取組が始まっているほか、既存の

団体が新たに加工食品輸出クラスター

として加工食品の輸出に取り組むケー

スも出ており、現在は13のクラス

ターが活動しています（図３）。

【図２】加工食品輸出クラスターの取組内容（例）及び難易度（イメージ）

https://www.maff.go.jp/tohoku
/press/keiei/kigyo/241023.html

「加工食品輸出クラスター」とは？

東北地方における

「加工食品輸出クラスター」の現状

◎ 難易度に幅があるため、課題や対象国・品目、予算等を踏まえて決める必要があります。



◆「食・農ひとくち情報」の問合せ先：東北農政局企画調整室支援チーム
022-263-1111（内線4402、4076）

食・農ひとくち情報 2024年11月号

◆「食・農ひとくち情報」の詳しい情報は、東北農政局ホームページをご覧ください。
https://www.maff.go.jp/tohoku/hitokuti/index.html

豚熱に関する情報
はコチラ
https://www.m
aff.go.jp/j/syou
an/douei/csf/in
dex.html

アフリカ豚熱に関
する情報はコチラ
https://www.m
aff.go.jp/j/syou
an/douei/asf.ht
ml

野生イノシシの豚熱検査情報に関する情報はコチラ

「豚熱」・「アフリカ豚熱」の侵入防止！

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/
csf/wildboar_map.html

豚熱は、東北では令和２年に山形県の農場で発生以降、宮城県と
岩手県で発生しています。なお、野生イノシシの豚熱感染は、東北
全県で確認されています。
近隣国では、豚熱及びアフリカ豚熱の発生が継続しており、侵入

リスクが高い状況が続いていますので衛生管理を徹底しましょう。

目的の二次元コードがうまく読み込めない場合は、指などで
不要な二次元コードを隠した状態で読み込んでください。

高病原性鳥インフルエンザに注意！
渡り鳥シーズンへの備え

◎ 防鳥ネットや壁に穴はあいていませんか？

https://www.maff.go.jp/j/syouan
/douei/tori/index.html

◎ 家きん舎の周辺･出入口の消毒を確実に実施していますか？

家きん舎の周囲には、ウイルスの侵入経路が多く存在して
います。人･車両、野生動物を介したウイルスの侵入防止の
ため、今一度、点検･確認をお願いします。

農場内の整理・整頓を行い、一見隙間がなさそうな家きん舎の
侵入口や、普段目が届きにくい場所などを再点検しましょう。

消毒等が適切にできているか、動線が交差していないか確認し、
全ての従業員・外来事業者で衛生対策を徹底しましょう。

伝統の朝市に吹いた新しい風「ごじょうめ朝市plus＋」－秋田県・五城目町－(2024年9月5日掲載)

写真：買い物客で賑わう朝市通り

美酒県山形を支え発展を続ける酒米の里 －山形県・新庄市－ (2024年9月20日掲載)

写真：JAおいしいもがみ北部酒米研究
会「ゆびきりげんまん」会員の皆さん

会津磐梯山の眺望が楽しめるこづちやま棚田 －福島県・喜多方市－(2024年10月7日掲載)

写真：こづちやま棚田の風景

各県拠点では「農山漁村の季節の風物詩｣､

「農産物直売所、農漁家民宿等の取組｣､「村お

こしイベント｣､「農山漁村の行事、お祭り｣、

「郷土料理」など東北各地域の取組や

様子などを東北農政局HPで紹介しています。

各記事の詳細は二次元コードからご覧ください。

喜多方市には、多くの棚田が存在していて、それぞれの棚田地域では、

棚田を守る取組をはじめ、中山間地域の活性化に向けて活動が進められ、

その一つにこづちやま棚田の会があります。こづちやま棚田の会では、会

長の橋谷田 弘由（はしやだ ひろよし）さんを中心に小土山行政区、地域活

性化委員会と連携しながら、富士山の山開きや春と秋に行われる「たかさ

と棚田ウォーク」、こづちやま棚田ブランド米「美米（うまい）」・棚田

米を原料とするお酒「棚田の煌」をはじめとする特産品の販売など、中山

間地域の活性化、地域交流と関係人口の拡大に向けて活動を進めています。

JAおいしいもがみ北部酒米研究会「ゆびきりげんまん」（以下、「研究

会」という。）は、山形県産酒米「出羽燦々」のデビューを機に酒米を作り

始めた2名を中心に、新庄市北部の生産者13名が集い平成22年4月に設立さ

れました。組織名の「ゆびきりげんまん」は、酒米生産では後進の産地です

が、「力を合わせ他に誇れる酒米産地を作る。取引先に約束したものは必ず

生産する。お互いに約束は守ろう。」という理念のもとに名付けられました。

秋田県五城目町は、秋田市の北側、男鹿半島の東側に位置する農業と林業

の町でありながら、古くから製材、家具、建具、打刃物、醸造などの製造業、

また交通の要衝として商店街が発達した町でもあります。

日曜日、町の中心部を歩くと通称「朝市通り」では、500年以上の伝統を

誇る定例の露店市「五城目朝市」が開催されていました。

季節の山菜や野菜を売る店に混じり、お菓子やアクセサリーを並べ
た若い人の店も目立ちます。会場は子供からお年寄りまで大勢の人出

で賑わい、名物の「だまこ鍋」には行列が出来ていました。

設立当時は、会員数13名で酒米の栽培面積は15ヘクタールで

したが、現在は、会員数27名、栽培面積は120ヘクタールま

で拡大し、山形県内トップクラスの酒米産地になりました。

東北最大級のビジネス
展示・商談会である
「ビジネスマッチ東北
2024」は「食と農」
や「情報・IT」など
10のジャンルで構成
され、542の企業・団
体が出展します。
東北農政局からも相談
ブースを設けてお待ち
しております。

◆開催日時：2024年11月14日(木) 10:00～17:00

◆開催場所：夢メッセみやぎ（仙台市）

※開催に係る詳しい情報はコチラから
[外部リンク] https://www.bmtohoku.jp/

◆◇◆◇ ◆◇◆◇農政トピックス

ビジネスマッチ東北2024が開催されます

（※来場者事前登録制）

みどりの食料システム戦略の取組の一つである環境負荷低減の重要
性について、これからの「食」の未来を担う世代への理解醸成と行
動変容を促すため、消費者がわかりやすく学び、話し合う機会をつ
くりたいと考え企画したイベントです。未就学児を持つ保護者向け
に、「宮城県学校給食会」と「環境保全米ネットワーク」の取組を
通して、環境負荷低減の目的と内容、またその取組にはコストがか
かることなどを伝えました。その後、学校給食で提供されている宮
城県産小麦粉や米粉を使用したパンや、環境に配慮して生産された
食材を使用したお菓子等を試食し、意見交換を行いました。（当日
は大人12名が参加し、0歳児4名、3歳児１名を帯同。）

同じようなイベントが他
の市町村でも行われると
良いなと思います。 PTA
行事などでも講義しても
らいたい。

同じ子育てをしている人たち
が、「生産者を応援する気持
ちでオーガニック買ってます。た
まにだけど。」「宮城県の給食
がこんなにすばらしいなん
て！」など同じように考えてい
ることが分かりうれしかった。

子育て世代を対象に
「イーとうほくミーティング」を実施しました

講義を聞いて、意見交換を
することで改めて認識するこ
とができました。スーパーで
意識して地元の有機野菜
を買ってみたいと思います。

参加者の声

9月26日開催

（写真：意見交換会の様子／参加者の声：アンケートより一部抜粋）

https://www.maff.
go.jp/tohoku/syo
uan/risk_kanri/ike
n_koukan/r6ikenk
oukan1.html

問合せ先：東北農政局消費・安全部消費生活課 022-263-1111（内線4321）


